
～平成29年度交付決定額： 0 千円 平成30年度要望額： 8,500 千円

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

諏訪神社例大祭にかかる伝承芸能の後継者を育成できる。三町の屋台の修理等により、地区の周知と参加者の増加
が見込める。その結果、中心市街地の活性化が図れる。また、市有形文化財である「小前田三町屋台」、市無形文
化財の「小前田三町屋台囃子」が周知普及され、文化財保護意識の高揚につながる。

研究中

地方公共団体
担当部局課

深谷市教育委員会教育部文化振興課文化財保護係

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

文化遺産総合活用推進事業　実施計画

埼玉県・深谷市  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

　深谷市は、本実施計画に係る全体の企画・調整や各補助事業に関する指導・助言等を行う。主な担当課は、次の
とおり。
　・深谷市教育委員会教育部文化振興課　：各補助事業における文化財の取扱い等に関する指導・助言・調整等
　・市長部局秘書課・協働推進部協働推進課　：各補助事業実施時における広報やＰＲ、市民協働に係る調整等
　また、補助事業は次の団体が実施する。
　・深谷市文化財活用活性化実行委員会

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

　深谷市の総合計画前期基本計画（平成３０年～３４年度）中、基本構想「次代を担う人と文化を育むまち（教
育・文化）」の基本施策「２－２ 誰もが生きがいを持ち、学ぶことのできるまちづくり」の個別施策「２－２－２
郷土の歴史・文化の継承と活用」では、主な取組として「２ 深谷が誇る歴史や文化を保存・継承・活用」を掲げて
いる。
　この取組方針に沿って、地域の文化遺産たる市内の有形・無形の民俗文化財の保存・継承・活用により、市民の
文化財に対する理解促進や地域の活性化を目指すことで、文化遺産の保存・継承基盤の充実を図る。
　本事業は、市指定の有形・無形民俗文化財保持団体であり、小前田諏訪神社例大祭に参加する小前田上町自治
会、小前田上町屋台囃子保存会、小前田中町自治会、小前田中町屋台囃子保存会、小前田下町自治会・小前田本町
屋台囃子保存会が実行委員会を組織し実施するもので、各地区の所有する屋台や関連行事を対象とし、各文化財の
後継者育成事業や体験学習の機会を提供する事業への参画、他地域との広域連携事業の計画・実施等、その継承と
普及に日ごろから努めている事業の充実を図るために、全体５か年事業で実施するものです。

地域文化遺産活性化

平成 30 年度 ～ 平成

深谷市文化遺産を活かした地域活性化事業
【計画の改善時期】
　　平成   年度

事業概要： 自主財源　４,８７２,５６０円

事業概要：

事業概要：

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

34 年度

様式１－１



（人） 550 （人）

20% 40% 60% 80% 100% 110%

100 （人） 200 （人） 300 （人） 400 （人） 500

平成 33 年度 平成 34 年度 平成 35 年度平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

平成 34 年度 500 （人）

設定根拠３： 平成29年度実績を基準値0として、5年後にＳＮＳの「いいね」数500人のカウント数を設定

進捗状況３： 各年度、状況値、目標に対する達成率

目標値３： 【現状値】 平成 29 年度 0 （人） ⇒ 【目標値】

目標区分３： 地域の文化資源を核としたコミュニティの再生・活性化

評価指標区分３： その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標３： フェイスブックやツイッターのＳＮＳの「いいね」数 関連事業:

（人） 255 （人）

17% 38% 58% 79% 100% 121%

230 （人） 235 （人） 240 （人） 245 （人） 250

平成 33 年度 平成 34 年度 平成 35 年度平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

平成 34 年度 250 （人）

設定根拠２： 平成29年度現在の会員数を基準として、5年後の24人の増員を設定

進捗状況２： 各年度、状況値、目標に対する達成率

目標値２： 【現状値】 平成 29 年度 226 （人） ⇒ 【目標値】

目標区分２： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分２： 祭礼行事等の保存会会員数、保存団体数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標２： 祭礼行事等の保存会会員数 関連事業:

0% 22% 46% 72% 100% 130%

年度

7,500 （人） 8,100 （人） 8,740 （人） 9,439 （人） 10,194 （人） 11,009 （人）

小前田屋台まつりの来場者伸び率8％を平成28年度実績値にかけた値を設定

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度 平成 35

設定根拠１：

7 実施計画における目標と期待される効果　別紙

目標区分１： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分１： 地域の祭礼行事等への入込客数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１：
小前田屋台まつり（道の駅はなぞのでのお披露目の日
の）来場者数

関連事業:

目標値１： ⇒【現状値】 平成 28 年度 【目標値】7,500 （人） 平成 34 年度 10,194 （人）

様式１－１別紙①



2,962 （人） 2,982 （人） 3,002 （人） 3,023 （人） 3,044 （人） 3,065 （人）

20% 39% 59% 79% 100% 121%

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度 平成 35 年度

小前田上町屋台の漆・彩色修理

評価指標区分： ・祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： ・平成29年度実績２,９４２人として、５年後には、３,０４４人の数値を設定

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 2,942 （人） ⇒ 【目標値】 平成 34 年度 3,044 （人）

事業概要：

34 年度 24 （人）

34 年度 平成 35 年度32 年度 平成 33 年度 平成

深谷小前田三町屋台の保存伝承と地域活性化事
業

実施団体： 深谷市文化財活用活性化実行委員会

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 30 年度 平成 31 年度 平成

⇒

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 34 年度

（人）

21% 42% 63% 83% 100% 121%

（人） 20 （人） 24 （人） 295 （人） 10 （人） 15

事業②：

 8（2）実施事業の概要　別紙

事業①：
深谷小前田三町屋台の保存伝承と地域活性化事
業

実施団体： 深谷市文化財活用活性化実行委員会

評価指標区分： ・保存会への新規入会者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： ・小前田三町屋台囃子保存会の新規入会者数を現状から２４人増員

目標値：

～ 平成 34 年度

事業概要： 小前田三町屋台囃子保存会による新規入会者への特別練習

事業区分： 後継者養成 事業期間： 平成 30 年度

【現状値】 平成 29 年度 0 （人） 【目標値】 平成

様式１－１別紙②


